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１　単　　元　　いろいろなうごきをつくるうんどうあそび
２　単元について
　(1)　単元の位置とねらい

　この期の子どもたちは，新しく出会った多くの友達と校庭や遊具で遊ぶ中で，体を動かす楽しさ
を味わったり，きまりを守って，友達と仲よく運動することの大切さを経験したりしている。そし
て，「いろいろな遊びをしてみたい」などの願いをもっている。
　そこで，ここでは，体を移動する動きや体のバランスを保つ動き，用具を操作する動きなどで楽
しく遊ばせる中で，基本的な動きを高め，体を動かす心地よさを味わっていく学習である。また，
友達の動きを見たり動きを工夫したりする活動を通して，「もっと友達の動きをまねしたい」「もっ
と工夫してみたい」という思いを連続・発展させ，友達の動きのよさに気付かせまねをしたり，よ

りよい動きに挑戦したりしてできる動きが増えていく楽しさを味わわせ，深めようとするものであ

る。

　この学習で経験した，体を移動させる動き・バランスを保つ動き・用具を操作する動きは，第１
学年「いろいろなうごきをつくるうんどうあそび」の押す・引くなどといった力試しの動きやバラ
ンスを保つ動きの運動遊び，チームでの競争遊びへと発展する。また，器械・器具を使った運動遊
びのバランスをとって転がる動きや走・跳の運動遊びの調子よく走る動き等，各運動の動きへと発
展する。

　(2)　指導の基本的な立場

　「多様な動きをつくる運動遊び」の楽しさは，体のバランスや移動する動き，用具を操作する動
き，力試しの動きなどで遊ぶ中で , いろいろな動きが増えていくところにある。また，友達のよい
ところを見付けてまねをしたり，動きを工夫したりする活動を通して，のびのびと体を動かす心地
よさや多様な動きを身に付ける楽しさが深まっていく。
　第１学年の「いろいろなうごきをつくるうんどうあそび」では，「友達と楽しく遊んでみたい」「思
い切り体を動かしたい」という願いを基に，多様な運動遊びをする中で，体の基本的な動きを身に
付けていく学習である。また，友達のよい動きを見付け，それらをまねたり，新しい運動遊びに挑
戦したりすることで，全員で楽しみながら動く楽しさを感じるようになる。
　この「いろいろなうごきをつくるうんどうあそび」の楽しさを味わわせるためには，易しく取り
組める運動遊びの行い方や動き方を知り，条件を変えたり，複数の活動を取り入れたりしながら，
多様な運動遊びを行い，基礎となる動きを身に付けさせる。そして，体全身の動きに着目させなが
ら友達の動きのよさを見付けたり，できるようになった動きを紹介しまねし合ったりさせる。
　そこで，この学習の展開としては，目指す動きの動くイメージをつかませるために，動き方が分
かる絵図や示範，映像などを活用し，視覚的に分かるように工夫する。そして，易しい動きに挑戦
させ，「もっと動いて楽しみたい」「もっと遊びたい」という思いをもたせる。また，単元を通して，
友達のよい動きを取り上げ，その場で動いて試したりまねさせたりすることで動きを高めさせる。

その後，高まった動きを活用しながら姿勢・方向などの観点で動きを工夫している子どもの動きを

取り上げ，価値付けたり，全身による身体表現で伝え合ったりさせる。さらに，様々な条件を変え
ながら自分がやりたい遊びを工夫させていく。単元の前半では，動物歩きやボール投げ遊びなどを
したりしながら，体を移動する動きやボールを投げる・捕る・運ぶなどの動きを高める。単元の後
半では，バランスを保って立つ・歩く遊びやバランスを崩す遊びをしたり，フープ遊びをしたりし
ながら，バランスを保つ動きや用具をくぐる・回す・転がすなどの動きを高める。最後にできるよ
うになった動きをみんなに紹介する場を設定し，友達の動きのよさを全体で話し合わせたり , なぜ
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できるようになったのか発表させたりし , お互いの動きの高まりを認め合わせるようにする。
　この学習を通して，できる動きが増えていく楽しさや友達の動きのよさを見つけたり，自分なり
に動きを工夫したりする楽しさを味わい，体つくりの運動と他の運動とのかかわりをより一層深
め，運動に挑戦し続けることができるようにする。

　(3)　子どもの実態（調査人数35名，調査結果は主な項のみ表掲）

　本学級の子どもたちは，①の興味・関心については「体を動かすことが好き」「遊具で遊ぶこと
が好き」等の理由から，全ての子どもが体を動かして遊ぶことに関心をもっている。これは，これ
までに体を動かして遊ぶ楽しさや心地よさを味わってきているからだと考える。
　②の好きな運動遊びの種類について，多くの子どもたちが，「遊具遊び」「鬼ごっこ」「ボール遊び」
など全身を使って友達と一緒にできる遊びを好きな子どもが多い。これは，これまでの遊びの経験
から友達と体いっぱい使って遊ぶ楽しさを感じているからだと考える。
　③，④の運動習慣や運動経験から，体全身を使い継続的に運動遊びを経験している子どもが少な
い。これは，運動する習慣がある子どもとそうでない子どもがいることや習い事など決まった運動
経験はあるが，体全身を使って遊ぶ機会や環境が少なくなっているからだと考える。 
　⑤のめあてについては，たくさん遊ぶ中でいろいろいな動きができるようになりたいというめあ
てが多い。これは，これまでにできるようになる楽しさやいろいろな遊びを通して体を動かすおも
しろさを味わった経験があるからだと考える。
　⑥の動きのコツの見つけ方については，たくさん体を動かすことだけではなく，中には動きをよ
く見たり，まねをしたりすることに気付いている子どももいる。しかし，一方で，「分からない」
と答える子どももいる。これは，これまでに友達のよい動きを見たり，自分の動きを工夫したりす
るよさに気付いていないからだと考える。
　⑦の技能について，体の移動する動きでは，体をあおむけにして両手両足で体を支えながら移動
するクモ歩きが苦手な子どもが多い。バランスをとる動きでは，片足を軸にして一回転するたつま
きや片足バランス（飛行機ポーズでの静止）などが苦手な子どもが多い。また，用具を操作する動
きでは，フープを腕や腰で回したり，転がして渡したりする動きが苦手な子どもが多い。これは，
体全身を使った遊びの経験が少なく，基本的な動きが身に付いていないからだと考える。

① 体を動かして遊ぶことに対する興味・関心 

② 好きな運動遊びの種類(複数回答) 

○遊具遊び(34 人) ○鬼ごっこ(23 人) ○ボール投げ(17 人)  ○長縄(19 人)  
○かけっこ(16 人) ○一輪車(14 人)  ○ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ (12 人) ○短縄(12 人) ○ボールけり(9 人)  

③ 外遊びの習慣 

よくする(10人) たまにする(4名) しない(21名) 

④ 習い事での運動経験とその種類 

している 17人 ○スイミング(13人) ○サッカー(2名) ○野球(2 名) 

⑤ 学習のめあて（複数回答） 

○動きができるようになるために練習をしたい（33名）  ○いろいろな動きをして遊びたい（32名）  
○たくさん運動したい（30名）   ○新しい動きができるようになりたい（29名） 

⑥ 動きのコツの見つけ方について（複数回答） 

○一生懸命に取り組む(15人) ○毎日たくさん動く(10人)  ○できる人のまねをする(10人)
○知っている人に教えてもらう(9人) ○お手本の動きをよく見る(8人) ○分からない(8人)

⑦ 動きについて※( )内の数字はできた人数 

体を移動する動き 
・クマ歩き(35名) ・うさぎ跳び(26名) ・クモ歩き(12名)
・手押し車(20名) ・半回転ｼﾞｬﾝﾌﾟ(34名)・1回転ｼﾞｬﾝﾌﾟ(29名) 

体のバランスをとる動き ・かかしﾊﾞﾗﾝｽ(35名) ・ひこうきﾊﾞﾗﾝｽ(29名) ・たつまき(22名)

用具を操作する動き 
・上に投げて捕球する(35名) ・手をたたいて捕球する(28名)
・座って捕球する(26名)  ・床にタッチしてボールを捕る(23名) 
・フープを回す(腰…26名，腕…17名)・フープを転がす(28名) 

好き 35名 
○体を動かすことが好き（14名） ○遊具で遊ぶことが好き（14名）○友達と一緒に遊べるから（8名）
○元気になれる（7名）○いろいろな動きがうまくなる（3名） 
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　(4)　指導上の留意点

　　ア　「つかむ・見通す」過程では，教師が提示した運動遊びに挑戦させてみた感想を基に，「友達
といろいろな動きに挑戦して楽しく遊ぼう」という共通課題を設定する。そして，楽しく遊ば
せる中でできる動きを増やしていき，いろいろな動きに挑戦するという課題を連続・発展させ
ていきたい。また，課題となる動きができるようになるために，準備運動段階で感覚づくりの
運動を位置付け，いろいろな姿勢で動くことやバランスを取ること，回って止まることなどを
楽しませながら，体全身を使った動きの感覚を十分につかませる。

　　イ　「挑戦する・工夫する」過程では，友達の動きのよさを取り上げながら姿勢や動く方向などを
工夫し体全身を使った運動遊びを設定する。その際，単元を通して，取り上げた友達の動きの
よさに気付かせるために，「どのような動きが上手だと感じるか」「なぜ上手に動けるか」と問

いかけながら，体全身に着目させてよい動きの理由を体の姿勢・方向などで考えさせたり，よ

い動きをまねさせたりすることで動きを高めさせる。その後，高まった動きを活用しながら，

姿勢や動く方向，体の向きなどの観点で動きを工夫している子どもを取り上げ，それぞれの動

きを比べながらその工夫点に気付かせる。また積極的に運動遊びができていない子どもに対し
て，動き方を示範・補助したり，がんばりを称賛・激励したりする。

　　ウ　「生かす」過程では，「友達のよい動きを見つけてまねっこできたか」「おもしろい遊びを見つ
けることができたか」「新しい動きができるようになったか」などの問いかけを基に，全身の身
体表現で伝え合いながら学習を振り返らせたり，学習カードに自己評価させたりして，今後の
活動への意欲を持続させる。

３　目　　標
　⑴　「いろいろな動きができるようになりたい」「友達の動きに挑戦してみたい」などの思いや願い

をもち，順番やきまりを守って仲良く運動することができる。
　⑵　運動遊びの行い方を知り，友達のよい動きを見付けることができる。
　⑶　体を移動する動きや体のバランスを保つ動き，用具を使った動きができる。
４　指導計画（全６時間）

時間 １ ２・３（本時） ４・５ ６ 

過程 つかむ・見通す   生かす 

 
  

 

体の移動，用具操作 
 
 
 

 

 
 

バランス，用具操作 
 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

友達といろいろな動きに挑戦して楽しく遊ぼう

ともだちとバランスあそびやフー

プをつかったあそびをしよう。 
ともだちといどうするあそびやボー

ルをつかったあそびをしよう。 

・転んだり，起きたりする動き 
・立ったり，座ったりする動き 
・フープを回す，くぐる動き 
 

・歩いたり，這ったりする動き 
・跳んだり，跳ねたりする動き 
・ボールを投げる，捕る動き 
・ボールを運ぶ動き 

【感覚づくり】へんしんじゃんけん，まねっこ列車あそび，くるくるじゃんけんなど 

いまできるうご

きでたのしもう。 
必要となる動き 
・調整力 
   ↓ 
目指す動きをつ
かむ。 

動きの把握 
・かいてんあそび 
・ぼーるあそび 
・どうぶつあるき 
・フープあそび 

・片方の足でけって回る
・ひじをギュッとのばし
て支える 

・腰をグルグル回すなど

【コツの発見】

つかむ・見通す  挑戦する・工夫する  生かす 

できるように

なったうごきを

みんなにしょう

かいしよう。 

い ろ い ろ
な 動 き を や
っ て み る 楽
し さ や い ろ
い ろ な 動 き
が で き る 喜
び を 感 じ て
運 動 へ 挑 戦
し続ける姿 
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５　本　　時（３／６）
　(1)　目　標

　「友達のよい動きを見付けたい」「いろいろな動きができるようになりたい」などの願いをもち，
体を移動したりボールを操作したりする運動遊びに挑戦する中で，友達の動きのよさや工夫を見付
け，いろいろな姿勢，向きになって移動する動きやボールを捕る動きができる。

　(2)　本時の展開に当たって

　本時では，思考の高まりを目的にした学び合いが重要だと考える。そこで，動きを工夫して遊ん
でいる子ども同士の動きを比べながら，「どんな動きがおもしろいと感じるか」「今まで遊んできた

動きからどんなところが変わっているか」と問うことで，動きを工夫よさに気付かせ，出てきた工
夫点（姿勢，方向，リズムなど）を価値付ける。

　(3)　実　際

 主な学習活動 時間 教師の具体的なたらきかけ 
 １ 準備運動 

○附属体操 
○手首，足首，首 

２ 感覚づくりの運動遊び 
○へんしんじゃんけん 
 
 

あざらし → くま → うさぎ → くも →人間 
４ 宝運び遊びをする。 

 
 
 
 

 
 
４ 本時のめあてについて話し合う。 
 
 
５ ボールを使った遊びをする。 

○ボール投げ上げキャッチ 
・手をたたいて  ・くるっと回って  ・座って  ・座りながら回って 

 

 

 

 

６ 整理運動をする 
７ 本時の学習を振り返り，次時の学習

について話し合う。 

(分)
 

 

○ 動きつくりの基礎となる身体能力の要素

を高めるために，附属体操をする。 
○ 本時の運動をする際に，負担のかかる手

首や肩，膝などを中心に準備運動を行わせ

る。また，動く感覚を身に付けさせるため

に，うさぎ跳びやクモ歩きを取り入れたジ

ャンケン遊びをする。 

○ 前時の学習を基に運動遊びを始めること

ができるようにするために，前時のまとめ

を振り返り，動きを工夫しながら宝運びを

することを確かめる。 
○ 動きを工夫するよさに気付かせるため

に，動きを工夫して遊んでいる子ども同士

の動きを比べながら，「どんな動きがおもし

ろいと感じるか」「今まで遊んできた動きか

らどんなところが変わっているか」と問い，

姿勢や方向などの工夫点を価値付ける。 

○ めあてを明確にするために，体の動かし

方が分かる絵図などを見せながらどのよう

な動きができるようになりたいか問う。 
○ 動き方が分かるようにするために，絵図

を提示したり，教師が示範したりするなど

動き方を確かめながら運動遊びをする。 
○ よい動き方に気付かせるために，友達の

動きを見合う場を設定する。その際，動き

方のよさに具体的に気付かせるために，投

げて捕るときの目線に着目させながらボー

ルをしっかりと見てかまえる動きのよさを

問いかける。 

○ 工夫して運動遊びに取り組むことができ

るようにするために，友達のよい動きをま

ねしている子どもを積極的に称賛する。 
〇 友達と一緒に動きを工夫するよさに気付

かせるために，友達のよい動きをまねして

取り組んだ感想を交流する。 
○ 次時への活動へ意欲をもたせるために，

自分ができるようになった動きを体全身で

伝え合わせ，取組を価値付けたりする。  

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇〇くんの動きのどこがおもしろいかな。今までの

動きからどんなところが変わっているかな。 
いろいろな姿勢になって動いているところがおもしろいな。

上手に捕ることがで

きているのはどうし

てかな。 

最後はボールをよく見て素早く捕る

姿勢になれば，しっかり捕まえられ

そうだな。 

５
よいうごきをみつけながら，ボールをな

げてとるあそびにちょうせんしよう。 

１５

１０

過程 

 〇〇くんのように，最後にボールを
しっかりと見て，ボールを捕る姿勢に
なれば上手にできたぞ。 
 次の時間はもっと動きを工夫して
みたいな。 

１０

５


